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1. 「音素カウンター」開発の背景
1.1. 英語音声指導は不可欠。

Åプロソディは文脈に依存する度合いが強いが、個別音（音素）は
調音法をある程度システマティックに指導できるはず。

しかし、

＜一斉指導の場合＞

Å英語音声学の教材
Ҧ不自然な文脈。

Å授業で使用している教材
Ҧ教材のどの部分で、どの音
素に注目する？
e.g.)
/ /̒と/ð/の練習をするなら、ど
のUnit で取り上げる?

＜学習者が個別に練習する場合＞

Å英和辞書には、活用形の発音表
記がない。
Ҧ何となく「勘」で発音している？
include ςincludesςincluded
increase ςincreasesςincreased

Å学習者が準備したスピーチ原稿
Ҧどの部分でどの音素に注目す
る？
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1.2. 中西・中川 (2012)から。
Å100曲のジャズ歌詞を分析し、どの曲にどの音素が多く含まれる

かを算出した。

ҦSound symbolism 研究に発展。
Ҧ児童文学作品、パブリックスピーチなどでも、場面によって音素比
率が異なるか検証したい。 3



2. 「音素カウンター」で、できること
2. 1. 英文中の音素数を算出。

英語教材・スピーチ原
稿など英文を入力する。

実際の画面
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2. 2. 文中の内容語のうち、
強勢が置かれる母音と直前の子音数を算出。
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2. 3. 発音記号を出力。

http://noriko -nakanishi.com/phoneme/
から、アクセス可能。
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http://noriko-nakanishi.com/phoneme/


3. 語彙データベース作成時の留意点
3. 1. 基本語彙のリストを作成。

① English lemma list with no hyphenated words (developed by 

YasumasaSomeya)からlemma語を抽出。

②以下の英文素材から語を抽出。

ü中学校英語検定教科書（4社）

ü英語絵本（Caldecott賞受賞作品122冊）

üジャズ楽曲歌詞（110曲）

ü大学1年生による「英語会話」授業時の投稿英文（スペルチェッ

ク済）

③不規則活用の名詞・動詞・形容詞・副詞を追加。
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3. 2. 音素としてカウントする記号を整理。

Å三省堂Dualウィズダム英和辞典第3版WEB版で使用されている

発音記号を簡略化。
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資料１参照。



3. 3. 発音記号対応表を作成。
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3. 3. 発音記号対応表

①複数の記号が掲載されている場合

一番左にある記号を採用。Ҝ米音。頻度が高いもの。

/hȞt/

/dɟ¼Ȧri/
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3. 3. 発音記号対応表

②複数の見出し語が掲載されている場合 /lȷv/

ランクが高い見出し語を採用。Ҝ重要度が高いもの。
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3. 3. 発音記号対応表

③強勢記号の付け方基準

強勢あり
of ･fice /ȞʧfȦs/

add /ủd/

an･gry /ủƂȮri/
ac･tu ･al･ly /ủktɐuȦli/

強勢なし
on / Ȟn/

and/ Ȧnd/
can /kȦn/
him / hȷm/
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3. 3. 発音記号対応表

④ /r母音/区切り方基準

Å operationは、/₫Ȯ･p･ər･Ş⅝･≡･₳･n/? /₫Ȯ･p･ə･r･Ş⅝･≡･₳･n /?

Å Europeは、/j･úər･₳･p/? /j･ú･ər･₳･p/? /j･ú･ə･r･₳･p/?

Å arriveは、 /ər･ł⅝･v/? /ə･r･ł⅝･v/? 

Å borrowは、 /b･ɔ́ː r･ou/? /b･ɔ́ː･r･ou/? 

Ҝop･er･a･tionなので、/₫Ȯ･p･ər･Ş⅝･≡･₳･n/

Ҝ Eu･ropeなので、 /j･ú･ə･r･₳･p/

Ҝ ar･riveҜ/áɪ/に強勢Ҝ /ə･r･ł⅝･v/ 

Ҝ bor･rowҜ/ ɔ́ː r/に強勢Ҝ/b･ɔ́ː r･ou/
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3. 3. 発音記号対応表

⑤規則活用の名詞・動詞の発音記号

Å名詞の複数形・動詞の三人称単数現在

Å名詞の所有格

Å動詞の過去形

Å動詞の過去分詞形

Å動詞の-ing形

規則活用出力基準（抜粋）
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3. 4. 出力画面表示の調整。 V数字、記号、全角文字
はそのまま出力される。

V改行はそのまま反映さ
れる。

Vデータベースに存在し
ない語は網掛け表示
される。



4. 「音素カウンター」活用事例
4. 1. New Horizon (平成24-27年度用) 

1年 Unit 1-11本文に含まれる音素比率の分析例
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第一強勢が置かれる母音の比率をUnitごとに比較した例
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U02:前舌母音、

U03:後舌母音、

U04:中舌母音、

U05:二重母音、

U06: r母音に

焦点を当てると

効率がよいかも。
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各子音の出現比率の上位2位までに網掛けを入れた例

Å閉鎖音：U03、
破擦音：U06、
摩擦音/ f, v, ̒ , ð/：U05Χ
のように、優先順位を
決めることができる。

Åまんべんなく子音が
含まれているのはU07。
Ҝ発音テスト向き？
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4. 2. 大学生による英作文
「夏の計画」というトピックでのpptプレゼン原稿
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原稿中の音素比率をNew Horizonと比較した例

今回は

/ ə/
/eȷ/
/t /
/s /
/l /
/w /

に注意しよう。



発音記号を表示させた例

Å注意する音素がどこに
含まれているか確認で
きる。

Å強勢を置く語の目安を
知ることができる。

Å一般的でない語の目
安を知ることができる。



5. 今後の展望
5. 1. 語彙データベースの修正・改善。

22

Åデータベースに存在しない語の
記録を元に充実を図る。

Å合成語、複合語の強勢記号の
付け方を工夫する。（ver.1.2 ）



5. 2. 音素カウンター ver.2 に向けて
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Åάtheέの発音を、直後の語に合わせて出力する。

Å文中で連結・脱落しがちな音を示すタブを追加する。

Å強勢が置かれる母音を強調して示すタブを追加する。

Åòkissin õó, òcolorõdó, òevõryóのような略つづり語に対

応できるよう、基準を定める。

5. 3. 音素カウンター ver.3 に向けて

Å[分析結果] に示された発音記号から、個別音の調音

法を示したサイトへジャンプする機能を追加する。
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